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令和5年度　島平地区外配水管布設替工事
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S=1:250

島平地区　配管詳細図
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※舗装厚は原形復旧とするものとする

市道　栗屋田線（仮称）　平面図
S=1:250

[市道　栗屋田線（仮称）]

配水管布設工　HPPEφ50　L=112.4m、HiVPφ50　L=1.0m、仕切弁設置工φ50×2基、空気弁設置工φ20×1基、給水件数1件[市道　栗屋田線（仮称）]

土工断面②

L=104.3ｍ

土工断面①

L=6.0ｍ（分水栓キャップ施工分　L=1.0m含む）

土工断面③

L=4.2ｍ

配水管布設工　HPPEφ50　L=112.4m

[市道　栗屋田線（仮称）]

仕切弁設置工φ50×2基

既
設

H
P
P

E
φ

1
50

  
H

=6
00

（
H

30
年

度
施

工
済

み
）

既
設

H
iR

R
V
P
φ

50  H
=600（R

3年
度

施
工

済
み

）

No.1
No.2

（離脱防止金具施工分　L=1.5m含む）

空気弁設置工φ20×1基

市道　栗屋田線（仮称）　配管詳細図
S=1:250

[市道　栗屋田線（仮称）]

給水件数1件

令和5年度　島平地区外配水管布設替工事
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※舗装厚は原形復旧とするものとする

令和5年度　島平地区外配水管布設替工事
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